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１ 策定の趣旨

教育振興大綱（以下「大綱」という。）は、教育行政の総合的な施策について、そ

の目標や施策の方向性を定めるものであり、近年の社会情勢の変化や教育を取り巻

く社会の動向等を考慮しながら、本市の目指すべき教育の将来像を示すものです。

本市は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、本市の実情に応

じた教育、学術及び文化の振興に関連する施策の総合的かつ効果的な推進を図るた

め、第１期渋川市教育振興大綱（対象期間：平成２７年度～平成２９年度）を平成

２７年１２月に、第２期渋川市教育振興大綱（対象期間：平成３０年度～令和４年

度）を平成３０年２月に策定しました。

「第２期渋川市大綱」の計画期間が令和４年度末で終了することから、令和５年

度から令和１０年度までの６年間を計画期間とする「第３期渋川市大綱」を策定し、

「教育都市渋川」を目指して、歩みを進めます。

２ 大綱の期間

令和５年度（２０２３年度）から令和１０年度（２０２８年度）の６年間

※本市の第３期大綱（令和５年度～令和１０年度）の計画期間終了を国の第４期

教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）の翌年とすることで、次期大綱に

国の教育振興基本計画を参酌しやすくします。

３ 大綱の位置付け

教育振興基本計画【国】

群馬県教育振興基本計画【県】

渋川市教育振興大綱【市】

渋川市総合計画

渋川市民憲章

渋川市教育行政方針 【分野別計画】
渋川市生涯学習推進計画

渋川市スポーツ推進計画など

群馬県教育大綱【県】

整
合
性

整
合
性

整
合
性

渋川市
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４ 渋川の教育理念

学び合いとは、一方的な学びではなく、相互的な学び、仲間との学びを大切にす

ること。励まし合いとは、どんな困難でも仲間と励まし合えば、元気と勇気が出て

前に進めること。ともに生きるは、全ての人がお互いの人権や尊厳を大切にし、社

会の一員として生きること。

「学び合い、励まし合い、ともに生きる」は、本市が進めている「共生社会実現

のまち」の第一歩です。

５ 渋川が目指す教育

Ø 渋川で生まれ、育ち、社会へ羽ばたく子どもたちが、年齢を重ねてもふるさと渋

川を心の片隅に置き、ふるさと渋川を愛する心を大切にする教育

Ø 学ぶ楽しさに気付き、人と関わりながら互いを高め、誰一人取り残さない教育

本市の教育理念「学び合い、励まし合い、ともに生きる」を念頭に、「教育都市渋

川」への歩みを進めます。

６ 基本方針

「渋川の教育理念」及び「渋川が目指す教育」の実現に向けての６つの方針

（１） 家族を大切にし、ふるさと渋川を愛する心の育成

（２） 互いを尊重し、思いやりの心を持った豊かな人間性の育成

（３） 夢と志を持ち、時代の変化に対応する力の育成

（４） 心と体を鍛え、明るく健康的な生活の推進

（５） 生涯にわたる学びと地域文化の振興

（６） 子どもたちが生き生きと健やかに育つまちづくりの推進

学び合い、励まし合い、ともに生きる
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７ 基本方針の取組

■ 家族を愛する心を育む

家族のきずなを結ぶ家庭教育は、教育の基本とも言えます。「家族の和を大切

に思いやりの心を広げます」と規定した「渋川市民憲章」の精神を尊重し、家

族を愛する心を育みます。

■ ふるさと渋川を愛する人を育てる

地域行事への積極的な参加を促し、伝統文化に触れつつ、先人から託された

地域文化の継承、育成を通じて、ふるさと渋川を愛する人を育てます。

また、渋川の良さを知り、渋川を誇りに思う心を育てるふるさと学習を推進

します。

■ 渋川の魅力向上への支援

本市の魅力を実感できる体験、学習機会の充実により、ふるさと渋川の魅力

づくりを推進する活動を支援します。

■ 互いに認め合い、自他を大切にする心を育む

互いを大切にし、認め合い、人と関わる楽しさが高まる取組を推進し、併せ

て、他者の痛みがわかる思いやりと優しい心を育みます。

また、あいさつを通じ、世代・性別を超え、誰とでも仲良くなることで、地

域の輪を広げ、互いを認め合い尊重し合うまちづくりを推進します。

■ 協働性、社会性などの豊かな人間性の育成

多様な人の考え方を尊重し、その上で、自分の考えをしっかりと主張し、議

論した上で、物事を進めることは、子どもたちが社会に出てからも必要なこと

の一つです。体験活動、ボランティア活動などを通して、協働性、社会性など

の豊かな人間性の育成を図ります。

■ 平和学習の推進

平和学習の第一歩は、互いを尊重し、他者を思いやる心です。本市が進めて

（１） 家族を大切にし、ふるさと渋川を愛する心の育成

（２） 互いを尊重し、思いやりの心を持った豊かな人間性の育成



- 4 -

きた平和学習を大切にし、平和への思いを強くする取組を継続します。

■ 自ら目標を定め、自立していく力の育成

夢と志を持ち、それに向かって目標を定め、着実に歩みを進められるよう、

自己実現を図る力を身に付け、困難に負けず、自らの将来を力強く切り拓くた

くましい人を育てます。

■ 新たな価値を創造していく力の育成

新型コロナウイルス感染症をきっかけにして、社会や生活様式が大きく変わ

り、状況が絶えず変化する予測困難な時代に直面しています。時代の変化に適

切に対応し、新たな価値を自ら創造していく力を育てます。

■ 新しい時代を切り拓く力の発揮を支援

積極的に自己研さんを重ねている人や、既に活動の場を広げている人が更に

活躍し、社会に貢献するための「学び」の活動を支援するとともに、活動の成

果を市へ還元できる仕組みづくりを進めます。

■ 心豊かな生活を送るための取組の支援

心身の健康を保持増進するため、健康教育、食育指導を推進し、専門家など

との連携により、きめ細かな対応を行います。併せて、関係機関が連携して対

応できる体制の確立に努めます。

■ 健やかな体の育成

社会環境や生活様式の変化などにより、運動の機会の減少や生活習慣の乱れ

が生じてきており、子どもと高齢者の体力・運動能力は低下傾向にあります。

市民が気軽にスポーツをできる環境を整え、全ての人が体を動かすことの楽し

さを発見し、進んで体を動かす工夫、取組を進めます。

（４） 心と体を鍛え、明るく健康的な生活の推進

（３） 夢と志を持ち、時代の変化に対応する力の育成
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■ 生涯学習活動の推進

市民一人一人が生涯にわたり主体的に学習し、生きがいのある充実した生活

が送れるよう生涯学習環境の充実を推進し、誰もが学び続けられる社会を目指

します。

また、市民の学習ニーズに対応した生涯学習情報や学習機会を提供するとと

もに、学習成果を発表する機会を拡充します。

■ 伝統文化の継承

文化財の保護と活用を図るとともに、地域に伝わる伝統文化の継承を推進し

ます。

また、芸術・文化に触れる機会を増やし、文化の薫り高いまちづくりを推進

します。

■ 学校と地域が一体となって進めるコミュニティ・スクールの充実

コミュニティ・スクールは、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に

取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有

効な仕組みです。

コミュニティ・スクールを実効性のあるものとするために、地域と学校をつ

なぐコーディネーターの役割を担う「地域学校協働活動推進員」を委嘱し、地

域と学校が相互にパートナーとして、連携・協働して行う様々な活動を行う「地

域学校協働活動」を充実させます。

■ 地域全体で子どもを育てる環境の整備

学校と地域が連携、協働して、地域で行われる様々な活動を通して、ふるさ

と渋川を愛する人を育て、地域の将来を担う人材の育成及び子育て環境の整備

に努めます。

（５） 生涯にわたる学びと地域文化の振興

（６） 子どもたちが生き生きと健やかに育つまちづくりの推進
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８ 大綱策定に当たり留意した点

（１） 第３期教育振興基本計画【国】の参酌

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３に基づき、国が定める

「第３期教育振興基本計画」の基本的な方針等を参酌し、策定しました。

なお、現在、国では「第４期教育振興基本計画」を策定していますが、現段

階で公表されている資料を参考にしました。

（２） 第２次渋川市総合計画との整合性の確保

「第２次渋川市総合計画 後期基本計画」との整合性を図り、教育の基本的

な方向性を示すものとしました。

（３） 第２期渋川市教育振興大綱（現大綱）の連続性、継続性の確保

本市が進めてきた教育を大切にし、過去からの連続性、継続性の確保に努め

ました。

（４） 総合教育会議及び市民意見公募

総合教育会議における意見及び市民意見公募で出された意見を反映しました。

９ 大綱の推進

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策に

ついて、本市の教育が目指すものや施策の根本となる方針を定めるものであり、各

個別施策、事業を記載したものではありません。このため、本市が目指す教育を実

現するための取組が必要となります。

このことから、この大綱を踏まえ、教育委員会では毎年度、教育行政方針を策定、

公表し、点検・評価を行うことで、教育に関する各種施策、事業を推進していきま

す。

また、市長部局では、教育委員会との連携を密にし、大綱に記載されている「渋

川の教育理念」及び「基本方針」に沿って、事業が進んでいるか確認していきます。



新旧対照表（令和４年１１月１７日現在）

新（第３期） 旧（第２期）

１ 策定の趣旨 第１ 大綱策定の趣旨

内容は変えていません。年度等を改めました。

２ 大綱の期間 第２ 大綱の期間

令和５年度から令和１０年度の６年間 平成３０年度から平成３４年度（令和４年度）の５年間

第３期大綱（令和５年度～令和１０年度）の計画期間終了を国の第４期教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）の翌年とす

ることで、次期大綱に国教育振興基本計画を参酌しやすくしました。

３ 大綱の位置付け 第３ 大綱の位置付け

第２期大綱は文章でしたが、第３期大綱は図にしました。

４ 渋川の教育理念 第４ 大綱の目的

学び合いとは、一方的な学びではなく、相互的な学び、仲間と

の学びを大切にすること。励まし合いとは、どんな困難でも仲間

と励まし合えば、元気と勇気が出て前に進めること。ともに生き

るは、全ての人がお互いの人権や尊厳を大切にし、社会の一員と

して生きること。

「学び合い、励まし合い、ともに生きる」は、本市が進めてい

る「共生社会実現のまち」の第一歩です。

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関す

る施策の総合的かつ効果的な推進を図るために策定したもので、

本市の目指すべき教育を実現することを目的とし、「ふるさとし

ぶかわ」に生きるだれもが教育を基本とした政策、施策、各取組

を通じて、お互いを尊重し合い、学びつつ、充実した毎日を送る

ことができることを目指すものです。

本市の目指すべき教育は次のとおりです。

学び合い、励まし合い、ともに生きる

「教育都市渋川」を目指して

学び合い、励まし合い、ともに生きる

資料 No.１－２



新（第３期） 旧（第２期）

５ 渋川が目指す教育 －

本市の教育理念「学び合い、励まし合い、ともに生きる」を念

頭に、「教育都市渋川」への歩みを進めます。

６ 基本方針 第５ 大綱の方針

「渋川の教育理念」及び「渋川が目指す教育」の実現に向けて

の６つの方針

（１）家族を大切にし、ふるさと渋川を愛する心の育成

（２）互いを尊重し、思いやりの心を持った豊かな人間性の育成

（３）夢と志を持ち、時代の変化に対応する力の育成

（４）心と体を鍛え、明るく健康的な生活の推進

（５）生涯にわたる学びと地域文化の振興

（６）子どもたちが生き生きと健やかに育つまちづくりの推進

大綱には目的を実現するための６つの方針があります。

１ 家族を大切にし、ふるさとしぶかわを愛するひと

２ こころと体を鍛え、健康づくりを行うひと

３ 時代の変化に対応するたくましいひと

４ 他者の痛みをわかる思いやりと優しさに満ちたひと

５ 子どもたちがいきいきとすこやかに育つまち

６ あいさつでこころが通うまち

－ 第６ 大綱の体系

体系は、総合計画などの各種計画では表記されますが、大綱では体系で表記しなくでも、項目ごとに記載され分かりやすいと判断

し、削除しました。

Ø 渋川で生まれ、育ち、社会へ羽ばたく子どもたちが、

年齢を重ねてもふるさと渋川を心の片隅に置き、ふる

さと渋川を愛する心を大切にする教育

Ø 学ぶ楽しさに気付き、人と関わりながら互いを高め、

誰一人取り残さない教育



新（第３期）

７ 基本方針の取組

（１） 家族を大切にし、ふるさと渋川を愛する心の育成 【同】（字句整理）

第２期大綱から変えていません。第２期大綱「（２）ふるさとしぶかわを愛するひとを育てる」を段落で分けて、項目を増やし

ました。

（２） 互いを尊重し、思いやりの心を持った豊かな人間性の育成 【新】

本市が進めている「共生社会実現のまち渋川市」を表現した項目です。第２期大綱の「４ 他者の痛みをわかる思いやりと優し

さに満ちたひと」「６ あいさつでこころが通うまち」を取り入れています。

（３） 夢と志を持ち、時代の変化に対応する力の育成 【拡充】

第２期大綱の「３ 時代の変化に対応するたくましいひと」の内容を取り入れています。

（４） 心と体を鍛え、明るく健康的な生活の推進 【同】（字句整理）

第２期大綱の「２ こころと体を鍛え、健康づくり行うひと」の内容を参考に字句を整理しました。

（５） 生涯にわたる学びと地域文化の振興 【新】

生涯学習と地域文化の振興について追加しました。

（６） 子どもたちが生き生きと健やかに育つまちづくりの推進 【同】（字句整理）

第２期大綱の「子どもたちがいきいきとすこやかに育つまち」の内容を参考に、現在の状況に整理しました。また、第２期大綱

「（２）だれもが安心に暮らせるまちづくりを推進する」の内容を、「地域全体で子どもを育てる環境の整備」に改めました。



新（第３期） 旧（第２期）

８ 大綱策定に当たり留意した点 －

新たに追加しました。

（１）第３期教育振興基本計画【国】の参酌

（２）第２次渋川市総合計画との整合性の確保

（３）第２期渋川市教育振興大綱（現大綱）の連続性、継続性の確保

（４）総合教育会議及び市民意見公募

９ 大綱の推進 第８ 今後の取組

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策について、本市の教育が目指すものや施策の根本

となる方針を定めるものであり、各個別施策、事業を記載したも

のではありません。このため、本市が目指す教育を実現するため

の取組が必要となります。

このことから、この大綱を踏まえ、教育委員会では毎年度、教

育行政方針を策定、公表し、点検・評価を行うことで、教育に関

する各種施策、事業を推進していきます。

また、市長部局では、教育委員会との連携を密にし、大綱に記

載されている「渋川の教育理念」及び「基本方針」に沿って、事

業が進んでいるか確認していきます。

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定

めるものであり、各個別施策、事業を登載したものではありませ

ん。このため、大綱の目的である、本市の目指すべき教育を実現

するための取組が必要となります。

こうしたことから、この大綱の目的を踏まえ、教育委員会では

毎年度、教育行政方針を策定、公表し、点検・評価を行うことで、

教育に関する各種施策、事業を推進していきます。

また、市長部局では、教育委員会との連携を深め、大綱の進行

管理を行うとともに、各事業を推進していきます。



- 1 -

第３期渋川市教育振興大綱策定方針

１ 策定の趣旨

本市は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、本市の実情に応

じた教育、学術、文化並びにその振興に関連する施策の総合的かつ効果的な推進を

図るため、第１期渋川市教育振興大綱（対象期間：平成２７年度～平成２９年度）

を平成２７年１２月に、第２期渋川市教育振興大綱（対象期間：平成３０年度～令

和４年度）を平成３０年２月に策定しました。

教育振興大綱（以下、「大綱」という。）は、教育行政の総合的な施策について、

その目標や施策の方向性を定めるものであり、近年の社会情勢の変化や教育を取り

巻く社会の動向等を考慮しながら、本市の目指すべき教育の将来像を示すものです。

「第２期渋川市教育振興大綱」の計画期間が令和４年度末で終了することから、

令和５年度から令和１０年度までの６年間を計画期間とする「第３期渋川市教育振

興大綱」を策定するものです。

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条】

（大綱の策定等）

第１条の３ 地方公共団体の長は、教育基本法第十七条第一項に規定する基本

的な方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術

及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を

定めるものとする。

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、

あらかじめ、次条第一項の総合教育会議において協議するものとする。

３ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、

これを公表しなければならない。

【教育基本法第１７条第１項】

（教育振興基本計画）

第十七条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策そ

の他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとと

もに、公表しなければならない。

資料No.１－３
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２ 大綱の位置付け

３ 大綱の期間及び実効性の確保

現在、国では第４期教育振興基本計画（令和５年度から令和９年度）を策定中で

あり、本市と同時期に国でも教育振興基本計画を策定しています。「地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第１条の３」に、国が策定する教育振興基本計画の基本

的な方針を参酌する必要があると規定されていることから、本市の大綱第４期以降

の策定に向けて、国との策定時期をずらし、第３期の大綱の期間を次のとおりとし

ます。

【第３期渋川市教育振興大綱の期間】

令和５年度～令和１０年度（６年間）

＜参考（国）＞

第４期教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度（予定）（５年間））

なお、大綱に記された本市の教育の実現を目指すため、取組の指針となる教育行

政方針を毎年度策定します。

４ 大綱策定における視点

（１） 社会情勢の変化

ア 人口減少及び少子化の進行

令和４年４月の本市の人口は７４，４４８人、児童数は３，１２５人、生徒

教育振興基本計画【国】

群馬県教育振興基本計画【県】

渋川市教育振興大綱【市】

渋川市総合計画

渋川市民憲章

渋川市教育行政方針 【分野別計画】
渋川市生涯学習推進計画

渋川市スポーツ推進計画など

群馬県教育大綱【県】

整
合
性

整
合
性

整
合
性

渋川市
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数は１，６７２人となっています。人口減少及び少子化は、全国的な課題とな

っており、少子化に伴う小学校の複式学級の発生等の現状を踏まえ、地域の合

意形成を得た上での小中学校の再編統合を進める必要があります。

イ 地球温暖化などの環境問題への関心の高まり

令和元年１０月に発生した台風１９号により、本市で初めて市内の一部地域

おいて避難勧告が発令されるなど、気候変動に起因している大型台風の発生、

集中豪雨等による災害のリスクが高まっています。

本市としても脱炭素社会実現に向けた、みどりの豊かさを守る気候変動対策

施策を推進します。

ウ 感染症の影響による新しい生活様式及びデジタル化の進行

新型コロナウイルス感染症は、ウイルスが変異を繰り返し、いまだ予断を許

さない状況が続いており、マスクの着用、身体的距離の確保、手洗いの徹底な

どの感染予防対策による新しい生活様式の実践が行われています。

一方で、新型コロナウイルスの感染拡大は、臨時休校に備えたタブレット端

末の持ち帰りや家庭でのインターネット環境の調査など、本市が進めている学

校現場でのデジタル化にも影響を与えました。令和２年度から令和３年度にか

けて１人１台端末の導入、校内ネットワーク環境整備、ＧＩＧＡスクールサポ

ーターの配置など、誰一人取り残さないきめ細やかな支援を着実に行いました。

引き続き、特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一

人取り残すことがない教育ＩＣＴ環境の実現を進めていきます。

（２） 教育を取り巻く現状

ア グローバル化の進展に伴う英語教育の義務化

急速なグローバル化の進展に伴い、英語によるコミュニケーション能力が

様々な場面で必要となっているため、令和２年度から小学校で英語が必修とな

りました。英語教育を必修化することにより、小学生のうちから英語に慣れ親

しむ、英語によるコミュニケーション能力の向上、中学校で英語授業へのスム

ーズな移行などのメリットが挙げられます。

本市においても、園児向けの英語教室の開催や教育現場での更なる英語教育

の充実を図るなど、園児、児童が様々な場面で英語にふれあう環境を整えてい

きます。

イ 地域と一体となって進めるコミュニティ・スクールの導入

コミュニティ・スクールは、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に

取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有

効な仕組みで、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特

色ある学校づくりを進めていくことができます。
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本市は、既に三者連携推進協議会や学校評議員会が組織され、学校・家庭・

地域が協働し、一体となって特色ある学校づくりを推進しています。

コミュニティ・スクールの導入について、実効性のあるものとするために、

各学校ごとにコミュニティ・スクールに対する認識と価値意識を高めるよう事

前説明や協議等を行い、体制が整った学校から順次移行していきます。

令和４年度は８校で「学校運営協議会」を設置し、コミュニティ・スクール

が始まりました。引き続き、学校と地域がパートナーになり学校と地域が同じ

目標に向かっていける体制づくりを進めます。

ウ 多様性を認める教育

令和３年９月に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が

施行され、医療的ケア児への支援が地方公共団体の責務として規定されました。

本市においても医療的ケア児の受入体制を整えるべく進めているところです。

また、学校には様々な教育上の支援や配慮を受けている児童生徒がいます。

障がいによる困難さをもっている児童生徒だけでなく、全ての児童生徒が多様

性をお互いに認め合い、尊重し合い、自己有用感を高める温かい学級づくりが

求められています。

※医療的ケア児：日常生活及び社会生活を営むために、恒常的に医療的ケア（人

工呼吸による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為）を受ける

ことが不可欠な児童のこと

エ 義務教育９年間を見通した教科担任制

令和３年１月の中央教育審議会答申で、令和４年度を目途に小学校高学年か

らの教科担任制の推進、また、優先的に専科指導の対象とすべき教科が示され

ました。

教科担任制は、小学校高学年における授業の質の向上や教員の負担軽減など

様々なメリットがあります。本市としても県との連携や他市の事例を収集する

など、教科担任制導入に向けて調査を行う必要があります。

オ 子どもの貧困などの経済的格差

生まれ育った環境により栄養バランスのとれた食事が取れなかったり、貧困

を理由に進路を変更したりする子どもがいます。それぞれの家庭にどんな事情

があろうとも生まれ育った環境により、子どもの将来が閉ざされることはあっ

てはなりません。

本市では、生活保護受給世帯及び児童扶養手当受給世帯の中学生を対象に、

訪問形式による学習指導などを行う「子どもの学習支援事業」や子育て世帯の

負担軽減のため「学校給食費の完全無料化」を実施しています。また、今年度



- 5 -

ヤングケアラー実態調査を行い、ヤングケアラーの実態把握及び支援の検討を

行います。

※ヤングケアラー：家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケ

ア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポ

ートなどを行っている１８歳未満の子どもを指します。

（３） 本市の状況

ア 「共生社会実現のまち 渋川市」の推進

本市は、全ての人がお互いの人権や尊厳を大切にし、支え合い、誰もが自分

らしく生き生きとした人生を送り、様々な人々の能力が発揮されている活力あ

る社会の実現を目指した取組を進めています。

令和４年６月現在８０団体と「共生社会実現のまち 渋川市」推進共同宣言

を行いました。

共生社会の実現に向けて、「バリアフリーマップの作成」や「渋川市認知症と

ともに生きる地域ふれあい条例の制定」など、様々な事業を行っています。

また、毎年１０月を共生社会推進月間として、共生社会の理念を取り入れた

様々な事業を行い、共生社会の機運の醸成を図っています。

イ 世界に誇れる歴史文化遺産の活用と伝統文化の継承

本市には、金井東裏遺跡の甲を着た古墳人や創建２００年を迎えた上三原田

の歌舞伎舞台など、日本でも類を見ない貴重な文化遺産、文化財があります。

また、地域においては、獅子舞や太々神楽、祭りなど、多くの地域で様々な

伝統文化が継承されています。

世界に誇る文化遺産、文化財の保護と活用を図るとともに、地域に伝わる伝

統文化の継承を推進していく必要があります。

５ 大綱策定に当たり留意する点

（１） 第３期教育振興基本計画【国】の参酌

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３に基づき、国が定める

「第３期教育振興基本計画」の５つの基本的な方針を参酌し、策定します。な

お、現在、国では「第４期教育振興基本計画」を策定していますが、現段階で

公表されている資料を参考にします。

【第３期教育振興基本計画における基本的な方針】

① 夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する

② 社会の持続的な発展を牽引するために多様な力を育成する

③ 生涯学び、活躍できる環境を整える



- 6 -

④ 誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する

⑤ 教育政策推進のための基盤を整備する

（２） 第２次渋川市総合計画との整合性の確保

現在、策定中の「第２次渋川市総合計画 後期基本計画」との整合性を保ち

ながら、本市の目指すべき教育の実現を図ります。

（３） 第２期渋川市教育振興大綱（現大綱）の連続性、継続性の確保

教育においては、どんなに社会が変化しても、時代を超えて変わらないもの

があります。これから策定する「第３期渋川市教育振興大綱」でも、本市が進

めてきた教育を大切にし、過去からの連続性、継続性の確保に努めます。

６ 大綱の策定体制

（１） 教育部局との調整

随時、教育委員会事務局と調整を行い、市長部局と教育部局が方向性を共有

し、密接に連携して進めます。

（２） 総合教育会議

市長及び教育委員会をもって組織される総合教育会議で教育振興大綱策定に

向けて協議を行います。

（３） 庁議

総合教育会議で協議を行った後、庁議で協議を行います。

７ スケジュール

随時、教育委員会事務局と調整

令和４年 ６月３０日 第１回総合教育会議

・第３期渋川市教育振興大綱策定方針（案）について

８月中旬 庁議

・第３期渋川市教育振興大綱策定方針（案）について

９月中旬 市議会９月定例会教育福祉常任委員会協議会へ報告

・第３期渋川市教育振興大綱策定方針について

１１月上旬 第２回総合教育会議

・第３期渋川市教育振興大綱（案）について

１１月下旬 庁議

・第３期渋川市教育振興大綱（案）について
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１２月中旬 市民意見公募

令和５年 １月下旬 第３回総合教育会議

・市民意見公募の結果について

・第３期渋川市教育振興大綱（案）について（承認後、策定）

２月上旬 庁議

・第３期渋川市教育振興大綱の報告

３月中旬 市議会３月定例会教育福祉常任委員会協議会へ報告

・第３期渋川市教育振興大綱について

４月 公表及び周知



第２期渋川市教育振興大綱

平成３０年２月

渋川市
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第１ 大綱策定の趣旨

平成２７年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律」により、各地方公共団体の長は、教育基本法に基づき策

定される国の第２期教育振興基本計画における基本的な方針を参酌し、その地

域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合

的な施策の大綱を定めるものとされました。

渋川市においては、平成２７年１２月に「渋川市教育振興大綱」を策定し、

本市の目指すべき教育の実現に取り組んできたところですが、現行の「渋川市

教育振興大綱」の対象期間が平成２９年度末をもって終了することから、近年

の社会情勢の変化や教育を取り巻く社会の動向等を踏まえ、本市の実情に応じ

た教育、学術及び文化の振興に関する施策の総合的かつ効果的な推進を図るた

め、「第２期渋川市教育振興大綱」（以下「大綱」という。）を策定するものです。

第２ 大綱の期間

大綱が参酌すべき国が定める教育振興基本計画は対象期間が５年であり、第

２次渋川市総合計画（前期基本計画）も平成３０年度から３４年度までを計画

期間としています。このため、国の次期教育振興基本計画や第２次渋川市総合

計画（前期基本計画）との整合性を踏まえ、今回策定した大綱は平成３０年度

から３４年度までの５年間を期間とします。

第３ 大綱の位置付け

大綱は、教育基本法に基づき策定される国の第２期教育振興基本計画及び第

３期教育振興基本計画の基本的な方針を参酌するとともに、第２次渋川市総合

計画との整合性を保ちながら、本市の目指すべき教育の実現を図ります。

第４ 大綱の目的

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する施策の総合

的かつ効果的な推進を図るために策定したもので、本市の目指すべき教育を実

現することを目的とし、「ふるさとしぶかわ」に生きるだれもが教育を基本とし

た政策、施策、各取組を通じて、お互いを尊重し合い、学びつつ、充実した毎

日を送ることができることを目指すものです。

本市の目指すべき教育は次のとおりです。

学び合い、励まし合い、ともに生きる

「教育都市渋川」を目指して
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第５ 大綱の方針

大綱には目的を実現するための６つの方針があります。

１ 家族を大切にし、ふるさとしぶかわを愛するひと

２ こころと体を鍛え、健康づくりを行うひと

３ 時代の変化に対応するたくましいひと

４ 他者の痛みをわかる思いやりと優しさに満ちたひと

５ 子どもたちがいきいきとすこやかに育つまち

６ あいさつでこころが通うまち

第６ 大綱の体系

教育行政の効果的な推進を図るため次のような体系とします。

（２）ふるさとしぶかわを愛するひとを

育てる

（１）家族を愛するこころをはぐくむ

２ こころと体を鍛え、健康づくりを

行うひと
（２）すこやかな体を育成する

（１）こころ豊かな生活をおくるため

の取組を支援する

３ 時代の変化に対応するたくましい

ひと
（２）新しい時代を切り拓く力の発揮

を支援する

（１）多様化する社会、時代を生き抜く

力を育成する

４ 他者の痛みをわかる思いやりと優

しさに満ちたひと

（２）互助、共助による活力に満ちた

まちづくりを推進する

（１）他者の痛みをわかるこころを育

てる

（２）だれもが安心に暮らせるまちづ

くりを推進する

（１）学校・家庭・地域との連携を強

化し、「生きる力」を育てる

６ あいさつでこころが通うまち
（１）だれとでもあいさつできるひと

づくりを推進する

（２）あいさつで、笑顔こぼれるまち

づくりを推進する

１ 家族を大切にし、ふるさとしぶか

わを愛するひと

５ 子どもたちがいきいきとすこや

かに育つまち

本市の目指すべき教育

方針

取組

学
び
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
と
も
に
生
き
る
「
教
育
都
市
渋
川
」
を
目
指
し
て
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第７ 方針ごとの取組

大綱に掲げた６つの方針を実現させるため、方針ごとの取組を実施します。

１ 家族を大切にし、ふるさとしぶかわを愛するひと

（１）家族を愛するこころをはぐくむ

家族の絆を結ぶ家庭教育は教育の基本ともいえます。「家族の和を大切

に思いやりの心を広げます」と規定した「渋川市民憲章」の精神を尊重し、

家族を愛するこころをはぐくみます。

また、家族を持つことの意義、意味を大切にする取組を支援します。

（２）ふるさとしぶかわを愛するひとを育てる

地域への積極的な参加を促し、伝統文化にふれつつ、先人から託された、

伝統文化の継承、育成を通じて、ふるさとしぶかわを誇りに思い、愛する

ひとを育てます。

また、本市の魅力を実感できる体験、学習機会の充実により、新たなふ

るさとの魅力づくりを推進するとともに、こうした活動を支援します。

２ こころと体を鍛え、健康づくりを行うひと

（１）こころ豊かな生活をおくるための取組を支援する

近年増加傾向にある「こころの病」については、自分自身に向き合うと

ともに、他者の心身をいたわることが必要なことから、こうした活動を支

援します。

また、専門家などとの連携によりきめ細かな対応に努めます。

（２）すこやかな体を育成する

健康づくりをひとづくりの基本としてとらえ、食育をはじめとした健康

教育の充実を図るとともに、運動やスポーツへの活動意欲の喚起を促しま

す。

３ 時代の変化に対応するたくましいひと

（１）多様化する社会、時代を生き抜く力を育成する

変化のはげしい社会を生き抜く人材の育成を図ります。この中で、厳し

い社会を生き抜く、国家社会の形成者としての資質が備えられるようなカ

リキュラム、活動の場を積極的に導入し、生きる力や課題探求能力の育成

に努めます。

また、国際化した社会、多文化共生社会を生き抜くためのＩＣＴの活用

を支援します。
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（２）新しい時代を切り拓く力の発揮を支援する

積極的に自己研鑽を重ねているひとや、既に活動の場を広げているひと

が更に活躍し、社会に貢献するための支援に努めます。

また、グローバル化、多種多様化した社会を生き抜くひとの活動を支援

するとともに、活動の成果を市民へ還元できる仕組みづくりを進めます。

４ 他者の痛みをわかる思いやりと優しさに満ちたひと

（１）他者の痛みをわかるこころを育てる

ひとの痛みをわかる思いやりと、ひとの喜びを分かち合える優しさに満

ちた人材の育成に努めます。

また、常にだれもが同じ社会の構成者であるとの認識を持ち、常日頃か

ら、他者を思いやる気持ちをはぐくむこころの育成、だれもが同じ教育を

受けられるための支援、合わせて特別支援教育の充実に努めます。

（２）互助、共助による活力に満ちたまちづくりを推進する

だれもが安らぎに満ちた生活が送れるとともに、特に障害等により、日

常生活に介助、支援が必要なひととも、日頃のふれあいを通じた、互助、

共助による活力に満ちたまちづくりを推進します。

また、いつまでも学び続けたいひと、学びたいと思うひとの就学、学習

を支援します。

５ 子どもたちがいきいきとすこやかに育つまち

（１）学校・家庭・地域との連携を強化し、「生きる力」を育てる

学校・家庭・地域の連携を強化し、子どもたち一人一人の「生きる力」

を育てるとともに、主体性に着目した活動や地域の特色・文化を活かした

活動を推進します。

（２）だれもが安心に暮らせるまちづくりを推進する

だれもが安全に、そして安心して教育を受け、また、生涯にわたって学

習できる環境とこどもの安全を確保するために、「こども安全協力の家」

の設置など市民の自主的な活動を支援します。

また、だれにでも充実した学びを提供できるまちづくりを総合的かつ計

画的に推進します。
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６ あいさつでこころが通うまち

（１）だれとでもあいさつできるひとづくりを推進する

人間関係を円滑にし、だれとでも仲良くなれるためにはあいさつが必要

です。日常の基本であるあいさつをだれとでもできるひとづくり、人間関

係づくりを推進します。

（２）あいさつで、笑顔こぼれるまちづくりを推進する

あいさつを通じ、世代性別を超えだれとでも仲良くなることで、地域の

輪を広げ、お互いに認め合うまち、お互いを尊重し合うまちづくりを推進

します。

第８ 今後の取組

大綱は、本市の実情に応じた教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施

策について、その目標や施策の根本となる方針を定めるものであり、各個別施

策、事業を登載したものではありません。このため、大綱の目的である、本市

の目指すべき教育を実現するための取組が必要となります。

こうしたことから、この大綱の目的を踏まえ、教育委員会では毎年度、教育

行政方針を策定、公表し、点検・評価を行うことで、教育に関する各種施策、

事業を推進していきます。

また、市長部局では、教育委員会との連携を深め、大綱の進行管理を行うと

ともに、各事業を推進していきます。


